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38 肝細胞癌に対する内視鏡的経鼻胆管ドレナージ

を用いた胆管冷却下ラジオ波焼灼療法
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【緒言】肝細胞癌 (以下 HCC)に対する局所療

法としてラジオ波焼灼療法 (以 卜RFA)の有用

性が報告されているが,胆管近くの病変では焼灼

による胆管損傷や狭窄の報告がなされている,今

回,当院で行われたRFAについて胆管損傷のリ

スクについて検討した.高リスクと思われる症例

に対 して冷却fRFAを施行したので,経験を報

告する.

【対象】2010年-2011年の間に当院でRFAが

施行された40例を対象とした.

腫癌径,占拠部位,焼灼回数,RFA前のTACE

の有無に関してCT,NRI上術後胆管拡張を認め

た群と認めなかった群問に差異があったかどう

かを評価した.

【成績】画像上胆管拡張がみられた症例は40例

中14例 (35%)であった.

腫癌径ついては胆管拡張例,非拡張例の中央値

はそれ ぞれ 20mm,19mmで あ り,Mann-

Wh itney-Utestにてp-0.2670であり有意差を
認めなかった.

焼灼回数についても胆管拡張例,非拡張例にて

中央値はそれぞれ 2回,2回であり,同様に

Mann-Wh itney-U検定にてp-0.7948であり
有意差を認めなかった.

WA前にTACEが行われた症例 (p-0.012),

肝門部近接病変 (P<0.0001)についてはカイ2

乗検定にともに有意差を認めた.

【方法】冷却の方法として5%ブドウ糖液500ml

を2つ輸液ポンプに接続 し,500ml/hrx2の速

度で氷水で冷却しながら潅流させた.

〔症例〕ハイリスク症例 2例に対してENBDを

用いた冷却TRFAを施行した.

caselは75歳男性,背景肝はLC (C)であっ

た.S613mm多血性HCCに対してEL-TACE施

行し,同部位に冷却下RFAを行った.術後胆管拡

張は認めなかった.

case2は78歳男性,背景肝はCH (C)であっ

た.caselと同様に冷却 FRFAを施行した.術後

胆管拡張は認めなかった.

【結語】HCCに対するRFAに伴い,350/Oの症

例に術後胆管拡張が認められた.

術前TACEの有無と腫癌の局在が,術後胆管拡

張のリスク因子と考えられた.

内視鏡的経鼻胆管 ドレナージを用いた冷却は,

ラジオ波焼灼療法に伴う胆管障害の軽減に寄与

する可能性が示唆された,
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【目的】切除不能肝細胞癌に対する治療として,

TACEとTOCEのいずれかが全生存期間をより

有意に延長させるか否かを比較検討した.

【方法】当院と新潟市民病院において1983年か

ら2012年の間に切除不能肝細胞癌と診断され,

TACE,TOCE,HAICを初期治療として施行され

た426人の予後を無治療群46人とともに比較検

討した.

【結果】治療を受けたいずれの群でも無治療群

に対して全生存期間の延長が認められた.TACE

を施行された群 (TACE群)とTOCEを施行さ

れた群 (TOCE群)の間には背景因子として,午

齢,性別,Child-Pugh,ICGK値,腫癌 stageに
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有意差を認めなかった.生存期間中央値は各々

660日,576日であり,統計学的優位差を認めな

かった.単発腫癌群が全症例 に占める割合は
TACE郡28.10/0,TOCE群27.10/Oであり,年齢岡

子でTACE群が優位に高齢であったが,性別,

Child-Pugh,ICGK値,腫癌stage,AFP値,腫

壕経に優位差を認めなかった.生存期間中央値は

TACE群 1169日,TOCE群で 1006口であり,

TACE群で有意に生存期間の延長が見られた.画

像解析が可能であった多発腫癌群においては年

齢,性差,Child-Pugh,ICGK値,腫癌stage,
AFP値,腫癌個数,腫壕の分布に有意差を認めず,

生存期間中央値はTACE群 528日,TOCE群で

553日であり有意差を認めなかった.

【結論】TACEは単発腫癌の場合でのみ全生存

期間でTOCEに対して有意に勝っていた.

40 APM2は肝細胞癌に対するシスプラチンの

効果予測マーカー候補である
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【背景および目的】APM2(adiposemostabun-

dant2)はシスプラチン抵抗性胃癌において岳発

現し,シスプラチン感受性大腸癌細胞株での強発

現により耐性化する事から,シスプラチンの効果

予測に有用であることが示唆されている.我々は

APM2と肝細胞癌に対するシスプラチンの効果と

の関連を検討し,そのマーカーとしての有用性を

検証した.

【対象と方法】肝細胞癌に対 して当科でシスプ

ラチン肝動注のみで治療が成 された結節を有 し,

治療効果の評価が可能であった71症例 (PR群

27例,SD群 19例,pD群 25例)に対 して血清

APM2濃度をEuSA法で,外科的切除 13例の組

織学的なAPM2発現を免疫染色の定量的解析に

より検討し抗腫癌効果との関連を検証した.
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【結果】ELISAによる血清APM2濃度は,PD群

において 61.3/1g/ml(平均値)で PR群 (5.35′LE

g/ml,p<0.001),SD群 (25.1/1g/ml,p<0.01)

に比較 して有意に高い濃度であった.また,免疫

組織学的検討によるAPM2発現は,PD群の肝細

胞癌組織においてPR,SD群に比較し有意に高発

現を示した.

【結論】血清APM2濃度,肝組織内のAPM2発

現はシスプラチン感受性に関与し,効果予測マー

カーとなりうることが示唆された.以上の結果は

肝細胞癌の治療法選択に有岡であると考え,報告

する.
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肝動注化学療法は高い抗腺癌効果が期待でき

るため,我が国ではTACEとともに進行肝細胞癌

に対してよく行われる治療である.

当科では2004年3月から局所治療の適応外と

判断した進行肝細胞癌の34症例に対して,リザー

バー肝動注化学療法を行っている.1stlineとして

lowdoseFP(±IFN)を用いており,2012年 12

月までの治療成績につき検討した.

全症例の奏効率は32.4%,病勢制御率は58.8

%だった.予後では,MST12.6カ月,1,2,3,5年

生存率は,それぞれ54,25,13,3.2%であった.治

療開始 2カ月後の治療効果判定で CR,PR,SD群

はPD群に比 し予後良好であり,治療前 child-

PughA,治療前AFP低値,治療開始 2週後AFP

低下が2ヵ月後の病勢制御に寄与していた.

また1stlineでPD症例に対しては,早期に2nd

lineへの切り替えが必要と考えられたが,そのレ

ジメン内容には今後も検討を要する.


